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第第第第1111章章章章    はじめにはじめにはじめにはじめに  

     初めて日本の社会に入る非母語話者は、コミュニケーション上の様々な失敗を重

ねつつ、「気づき－学び－修正」の過程を経て生の社会言語的日本語を身に付けてい

く。ところが、その心的負担は小さくない。そこで、本研究では非母語話者の言語の

社会化がよりスムーズに進められるよう、スピーチレベル (以下、SL)のうち、「中途

終了型発話」に注目する。  

異文化間コミュニケーションでは、多かれ少なかれ各自が属していた言語文化やポ

ライトネス観点が影響を与え言語行動として現れる。SLにおいても、非母語話者は今

までの学習や各自が持つ社会言語的経験・心理的要素からの判断と解釈でSLを使い分

けている。ところが、そこで話者の意図とは違った解釈が生まれることもある。本研

究では、日本語母語話者と非母語話者の「中途終了型発話」を「ポライトネス」の観

点から見直し、その役割と解釈を明らかにすることを目的とする。なお、本研究で対

象とする非母語話者は調査1では5ヶ国、調査2では韓国語母語話者である。  

 

第第第第2章章章章    先行研究先行研究先行研究先行研究  

本研究は宇佐美 (1995、2004他 )、伊集院 (2004)などの先行研究の結果に基づき、SL

のうち、中途終了型発話に関する分析と考察を行う。調査1では、これまでのSL研究

を参考に分析するにとどまらず、ポライトネス観点から日本語母語話者と非母語話者

の中途終了型発話の分析を行い、特徴を探る。また、これを基にした調査2では、日

韓の接触場面での韓国人日本語学習者の中途終了型発話の分析を行うことで、ポライ

トネス観点での発話の意図の差を探る。これにより韓国人学習者が日本語コミュニケ

ーションを行う際の中途終了型発話への理解と使用を促せると考えるからである。さ

らに、本研究では、韓国人日本語学習者への中途終了型発話の指導をポライトネス観

点から見直すことを提案する。  

 

第第第第3333章章章章    本研究のまとめ本研究のまとめ本研究のまとめ本研究のまとめ  

 本研究は日本語コミュニケーションにおけるSLのうち、中途終了型発話に注目した

ものである。構成として調査1と調査2に分けられている。中途終了型発話を分析して

いくには、基になる理論が必要である。ところが、先行研究は少ない。そこで、本研

究の調査1では中途終了型発話の形式と機能を明らかにすることを目的とした。特に、

機能面においては、中途終了型発話が反映する日本の言語文化をポライトネス観点か

ら見直し分析しようと考えた。日本語母語話者と非母語話者両方の中途終了型発話を

分析対象とし、両者の役割と解釈の差を明らかにすることを目的とした。その結果、

調査1では、1) 母語話者と非母語話者の中途終了型発話に解釈の違いがあることが明

らかになった。母語話者と非母語話者それぞれの中途終了型発話が持つコミュニケー

ション上の形式と機能の分析を行い、両者の発話には多少ずれがあったものの、形

式・機能面で関連付けられ、発話されていることが明らかになった。そして、2) ポ

ライトネス観点からの機能面での解釈が、中途終了型発話を見直すために非常に大事

な手がかりとなった。それと共に、3) 非母語話者の中途終了型発話が母語話者と比
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べ、どのような特徴を持つかを、ポライトネス観点から探ることができた。また、4)

 中途終了型発話が持つコミュニケーション上の役割を形式面と機能面に分け分析す

るに当たって、ポライトネス観点での機能面の会話構造を見出すことができた。残さ

れた問題としては、5) これまでSLの分類に入れられず研究者それぞれの判断で分類、

研究されてきた中途終了型発話を、日本語のSLに入れ、再分類することができるか、

6) 文字化に当たっての中途終了型発話のスピーチスタイルのコーディングを見直す

ことができるかがある。これらについては、今後の課題にしたい。一方、調査2は調

査1の考察結果を基に分析・考察したものである。調査対象は、韓国語母語話者とし、

その中途終了型発話の分析を行った。三宅(2011)によると、「配慮をめぐる諸要素の

背景には文化の問題があるという。また、ことばをともなって相手に配慮を示す行動

は、社会や言語が異なっても普遍的に存在する。しかし、同じようなことを達成する

場合でも、異なる文化や異なる言語間では、配慮言語行動に違いがみられる。つまり、

配慮言語行動を理解するには、その文化が背景となる」という。調査2の考察では三

宅(2011)の言う配慮言語行動の違いに注目し考察を行った。そこで、韓国語母語話者

の中途終了型発話の形式と機能面の特徴や意図は何かについて探ることができ、中途

終了型発話習得における課題が見つけられた。これらは、韓国人日本語学習者向けの

日本語コミュニケーションにおける中途終了型発話の習得と教育方法の参考になると

思われる。 

    

第第第第4444章章章章    本研究の限界本研究の限界本研究の限界本研究の限界     

 調査1の中途終了型発話の機能面での考察と発話構造に関しては、母語話者の視点

からみるとまた異なる解釈ができる可能性がある。稿者が機能面をポライトネス観点

から分析しようとした理由はそのような限界を認識した結果でもある。 

また、調査2では、韓国人母語話者の中途終了型発話の形式面と機能面の特徴を1つ

ずつ取り上げ分析した。ところが、調査1から得られた他の形式と機能についてはよ

り詳細な分析までは行えなかった。調査1の理論を確かめ確実にするためにも調査1の

考察と発話構造を基にした研究を進めることが必要とされる。 

 

第第第第5555章章章章    本研究の意義本研究の意義本研究の意義本研究の意義と今後のと今後のと今後のと今後の課題課題課題課題  

本研究を執筆する中、稿者が考える中途終了型発話についての考えや課題と認識が

共通する研究(宇佐美  2012)が最近発表、出版された。宇佐美(2012)は、日本語教育

で取り上げる必要がある中途終了型発話習得の課題とその解決方法として、3つを挙

げている。本研究の今後の課題は、宇佐美(2012)が述べている3つの課題を参考にす

る。まず、1番目は、「言外の意味や機能を理解する力を身につける」ことである。

そのためには、その理解力を助ける理論が必要であり、その理論の論理を裏付ける研

究がなされるべきであろう。そういう意味では、本研究の調査1で中途終了型発話の

形式と機能を分析・考察し、特徴を引き出したことは、わずかな成果ではあるが、中

途終了型発話の研究を一歩進めたこととして意義のある考察であったと考える。今後

の研究では、その考察を妥当性のある理論にすることと、それに加えて新しい考察を

することを念頭において研究を進めたい。2つ目は、学習者が「自ら中途終了型発話
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を適切に使える力」を持っているか、また中途終了型発話が「日本語の特徴的なやり

とり」で「ポライトネスにもかかわっている」という認識を持っているかを分析する

必要があるだろう。そして、ポライトネスにかかわっているかどうかについては、調

査1でも行ったポライトネス観点からの機能面を結び付けた分析を行う必要があるだ

ろう。3番目は、日本語コミュニケーションで多く現れる「共同発話文」において、

「相手の発話の意味や意図を予測する力」を分析することである。構文力を身につけ

るためには、まず使用の現状と理由を把握する必要がある。それは、中途終了型発話

の前後の発話の分析からできると思われる。そこから課題を見つけ、日本語教育への

提案ができるだろう。上で述べた課題3つを韓国語日本語学習者を対象として調査分

析を行い、解決していくことで、日本語教育への一助となることを願っている。 
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